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クロマグロ幼魚の住血吸 虫症 対策に関する研究
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研究の背景

これまで、クロマグロ(Z乃z4η17z480〃θη'01∫8)は比

較的感染症に強いとされてきたが、近年の養殖

増加に伴い、寄生虫による被害が 目立ちはじめ

ている。大島実験場においても、2008年 産クロ

マグロ種苗が沖出し後数ヶ月に渡り弊死する被

害が報告されていた。弊死魚の鰐弁に多数の

虫卵が確認されたことから、未知の住血吸虫が

原 因と考えられたが、その詳細は不明である。ク

ロマグロの住血吸虫に関しては最近東京大学の

小川和夫教授が三重県と長崎県の養殖クロマ

グロから得られた住血吸虫をCαπ漉01α

or1θη101∫5と新種記載したばかりであり、生態や

寄生動態等については殆どなにも分かっていな

い。本研 究では養殖クロマグロ稚魚の寄生 虫症

防除を主 目的に、原因寄生虫の特定及びその

生物学について、東京大学と共同で調査研究

を実施している。

下の統一手法を用いた。以下の方法で実施 し

た:左 右の第1～4鯉 を切り離 し、それぞれの鯉

弁10片 を光学顕微鏡 下で観察、虫卵、虫卵の

有無を確認し、おおよその数を数える2)鰐 弓内

の入鰐動脈を取り出し、実体顕微鏡 下で観察し

ながら生理食塩水 中で切開し、虫体の有無確

認と計数をする。3)心臓を取り出し、心球、心室、

心房 に切り分け、それぞれを実体顕微鏡下で解

剖し、虫体の有無確認と計数をする。

上記の2008年 産クロマグロ稚魚3尾 中2尾 で、

住」血吸虫のものと思われる虫卵(Fig.1)と、今回

はじめて住血吸虫の成体を確認 した(Fig.2)。虫

卵は1鰐 弁内に多くても数■卜個程度であり、楕

円形といびっな豆型の2種 類の虫卵がみられた。

住i血吸虫成体は鯉 弓内の入鰐動脈 内に寄生し

ており、寄生数は9お よび1虫 体/尾であった。

得られた成体は形態観察のためAFA固 定液を

用い圧平固定し、残 りは遺伝子解析用に冷凍

保存した。

原因寄生虫の特定

2009年7.月10日 に、大島実験場・浅海で飼

育されていた2008年 産近畿大学種苗クロマグロ

稚魚3尾(平 均体重2,987g)を 生け篭より採取し、

冷蔵保存した個体の鰐と心臓を調べた。本種苗

は2008年 夏～秋期に住血吸虫の重篤寄生が

原因と思われる弊死が見られたのと同一群であ

る。寄生 虫の調査方法は共同研 究を行っている

東京大学魚病学研究室と打ち合わせの上、以
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感染動態と薬剤 による影響

2009年 産近畿大学クロマグロ種苗 は沖出し

前と沖出し後に複数回サンプリングを実施し、上

記 と同様の方法で寄生状況を調 べた。その結

果、陸上飼育中の種苗では寄生が見られないこ

と、沖出し後38日 目には既に成熟した虫がいる

こと、寄生は夏から秋まで継続的に起こっている

こと、を確認 した。今年度 は未だ寄 生の程度が

低い段階で寄生を確認 、早急に試験的プラジク

アンテル投与を実施 したところ、本 虫によるクロ

マグロ稚魚の弊 死は殆 ど無かった,,しかし、薬

剤を投与しなかった群(9月16日 沖出し群)で は

沖出し後4週 間 目では寄生が見られなかったも

のの、7週 間 目あたりから死亡が 目立ちはじめ、

重篤な寄生がみられた。これらの魚 では鰐弁1

枚 に数十～百の虫卵があり、鯉 弓内動脈 には

最高20虫 、さらには近大マグロからは初めて、

心臓に寄生する住血吸虫(最 高2-30虫/尾)を

発見 した。この心臓 寄生の住血吸 虫は鰐寄生

のものと形態が著しく異なるため、未知の別種で

あると考えられ、現在 遺伝子解析 と小川教授 に

よる分類学的検討がなされている。これらの寄

生虫は同海域で飼 育されているスマ(ヤ イトガツ

オ)で は見られなかったことから、クロマグロに特

異的に寄生すると考えられる。

本年度の調査では、プラジクアンテル薬剤

投与後4-6週 間後には住血吸虫の寄生が殆ど

見られなかったこと、プラジクアンテル投与4時

間後に得られた虫体は活性 が著しく弱まってい

たこと、から本 虫に対する本薬の高い有効性が

示唆された。おそらく寄生部位 が血管内である

ことから、薬剤が直接的に作用すると考えられる。

また、薬剤投与による駆虫後、及び同一海域で

飼育されているHl4年 度産クロマグロでは寄生

が見られなかったことから、クロマグロは本 虫に

対する免疫を獲得する可能性が高いことが示唆

された。すなわち、寄生が見られ始 める沖出し

5-7週 間後に薬剤 による駆虫を実施すれば、そ

の後の寄生による被害を防げる可能性が高い。

生活環の解明

住血L吸虫の抜本的防除は感染海域での生活

環を断ち切ることである。しかし、海産魚類の住

血吸虫に関しては生活環が殆ど知られていない。

唯一、ヨーロッパの異体類 に寄生する住血吸虫

4ρ070coリノ1θ81〃1卿κが多毛類のフサゴカイを中

間宿主にすることが分かっている。魚類 の鯉か

ら出た住血吸 虫のふ化幼生 は中間宿 主である

無脊椎動物に寄生し、その体 内で無性 生殖 を

行い、無数 のセルカリア幼生を遊出する。セル

カリア幼生は水 中を泳ぎ、長くとも数 日内に魚体

内に侵入し、生活環が完結する(Fig.4)。本研究

では大島実験場海域におけるクロマグロ住血吸

虫の生活環を解明するため、寄生が起こってい

る時期 に寄生が見られた生實周辺 で、中間宿

主の採 取を実施した。潜水 により、生け簑 直下

および生け篭から少し離れた沿岸域から底泥を

採取した。また、生け篭枠 に付着している生物も

採取した。底泥はふるいにかけ、無脊椎動物を

選別した。付着生物はカキ殻の問に多数いるた
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